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＜病棟連絡事項＞
・2022年1月4日（火）17：15～新年互礼会があります。各自参加しましょう。
・リーダーは病床管理の病棟マップの更新もですが、全体の方の更新も忘れずに
行って下さい。特に退院情報、予定は忘れずに更新して下さい。
・医療ガス点検簿が来月より新しくなります。
＜患者様連絡事項＞
・本田　未来様～1/6（木）主治医面談について主治医へ日程を確認中です。
・船場　稔様～便秘時ピコスルファートNa　1本処方となっています。
また本人希望にて粥へ変更となっています。
・船田　泰子様～便秘時ピコスルファートNa　3本処方となっています。
・竹洞　総子様、下野　キヨ様～12/30～臨時薬処方となっています。
＜ベッドコントロール＞

・下野　キヨ様～本日、東病棟より西B24号室へ転入となっています。
＜要注目患者様情報＞
・竹洞　総子様～退院に関する言動聞かれ、外部へやや頻回に連絡する様子もありました。
　　　　　　　　詰所カウンターへ張り付く様子あるも不穏さはありません。
　　　　　　　　夜間、浅眠で経過している為引き続き精神症状・睡眠状況の観察を
　　　　　　　　していきましょう。

・窪田　輝雄様～筆談でコミュニケーションを取る事が出来ています。
　　　　　　　　易怒性や不機嫌さもありません。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・中居　松男様～気分の高さや部屋の電気を消す等の迷惑行為が見られています。
引き続き精神症状観察していきましょう。
・飯岡　未来様～数回自室で叫ぶ様子あり頓服薬を使用しています。
　　　　　　　　眼球上転や切迫性はありません。
引き続き精神症状観察していきましょう。
・向井　敦子様～他病棟の男性患者様へ過度な接触があり苦情がありました。
　　　　　　　　引き続きトラブルの無いように注意していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察＞
・大橋　京子様～睡眠状況は不安定、不安感は昼頃より出現するも切迫する事は
無いと話す。不安感の出現時にはデパスを内服していると。

1日2回程度の内服にとどめていれば依存度はそこまでではないと説明している。
・窪田　輝雄様～退院に関する要求はあるも過度では無い。

希死念慮や抑うつ感については否定している。臨時薬処方変更無し。

主治医より退院について家族連絡を行っていくようにとの事。
・小向　美幸様～入院前に逆流性食道炎と診断された経緯があると話す。

現在も胃部不快感や嘔気があると話される。

ミヤBM　2P→1P　1×朝食後へ減薬、

トリンテリックス（20）→（10）1Tへ減量、

ランソプラゾール（15）1T　1×朝食後へ追加となる。
・橋本　喜久子様～問題行動や過度な独語は無い事説明。処方変更なく7日分処方。
・沢田　秋子様～問題行動や過度な独語は無い事説明。処方変更無し。
・成田　賀枝様～掻痒感については軽減傾向の為

フェキソフェナジン（60）1T　1×朝後中止

クレマスチン（1）1T　1×夕食後へ追加となり計朝夕食後処方。
・泉川　ケイ子様～最近の調子としては作業などにも参加する事が出来ており、疼痛などはあるも自制内と。定期薬処方変更無し。
・河村　哲久様～苛々感や問題行動はないと穏やかに話す。臨時薬処方変更無し。
・小向　隆之様～幻聴は残存しており判別は付くが自身に対し害のある内容である事もあるとの事。（食事内に毒が入っているなど）

アリピプラゾール（2）1T　1×朝食後中止、

リスパダールOD（2）2T　2×朝夕後へ追加となる。
・成田　富士子様～前回の採血の結果を主治医より説明している。口調は落ち着いており不安感は軽減傾向であると話す。定期処方変更無し。
・高柳　和子様～食後の呼吸苦については食事をゆっくり摂取するよう指導している。

また夕食より普通盛へと変更。
ビペリデン（1）2T→3T　3×毎食後へ増薬となる。
・池田　康憲様～リネン交換や診察の体制などについて不満言動聞かれている。

主治医より説明しているが理解乏しい。

臨時薬処方変更なく7日分処方。
・大久保　貴之様～トラブルや他者への迷惑行為、気分高揚さがある事報告。

診察中も自己中心的な言動が多い。

ブロマゼパム（2）3T　3×毎食後中止、

リボトリール（0.5）2T　2×朝夕食後追加となる。
・工藤　みず紀様～苛々感等は現在感じないと返答する。年末年始の外出泊は予定していないと穏やかに話す。臨時薬変更なく7日分処方。
・小泉　裕子様～「先生、私パリへ行って生活したいんです。」等と現実検討できていない発言あるが苛々感などは無い。フルメジン（1）1T　1×夕食後へ追加となり他同内容にて7日分処方。
＜皮膚科診察情報＞
・竹内　恒子様～デルモゾールDP軟膏1本処方。
・續石　啓介様～フロジン外用液　30ml　1瓶、ゲンタマイシン硫酸塩軟膏1本
　　　　　　　　エキザルベ軟膏1本処方。
・沢田　秋子様～デルモゾールＤＰ 軟膏2 本処方。
・船田　泰子様～デルモゾール軟膏1本処方。
・神田　直樹様～ゲンタマイシン硫酸塩軟膏、ロコイド軟膏1本処方。　
・下川戸　長司様～プレドニゾロン(5) 0.5T 1×朝/14日分処方（隔日投与）。
・佐々木　章洋様～アタラックスP(25) 2CP×2朝夕食後　14日分処方。

・阿部　文香様～ロコイド軟膏1本、ゲンタマイシン軟膏1本処方。

・石田　正勝様～ストロメクトール錠3mg　 5 錠 1日分15時頃の空腹時に
服用するよう指示あり。オイラックスクリーム3本、クレマスチン2T　2×1、プレドニゾロン（5）1T　1×朝を14日分処方となる。
＜勉強会＞
・介護保険について勉強会実施しています
＜転入患者様情報＞

・下野　キヨ（しもの　きよ）様　/　76歳　/　女性　
受け持ち：平山Ns 　主治医： 深澤Dr.　入院形態：医療保護入院

病名：老年期うつ病　
精神症状：抑うつ、不眠、食欲不振　　退院計画：長女様宅かGHを検討中
食事：自立（軽食）　　義歯：上下総義歯　　ADL:自立
清潔：入浴を拒否される事あり
買い物：売店利用可、上限無し 
洗濯：CSセットCプラン
緊急時：搬送希望
その他：
骨粗鬆症あるが他科受診無し、他科薬当院切り替え済み

コロナワクチン　2回目7月上旬接種済み　
インフルエンザワクチン　11月中旬接種済み
酸化マグネシウム調整可（12/8診療録参照）

